
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

保育士 ① 　　　７人 　　　６人

人
人
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 3

2 名 9 ％
令和3年4月1日時点において、在学者20名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者19名（令和4年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由
中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

経済的理由および退学しての進路変更。

■中退防止・中退者支援のための取組

必要に応じカウンセリング、学費納入等に関する相談および就職・進学相談を実施している。

・進学者数：　　　　　　　　　　　　０人

年度卒業者に関する

令和4年5月1日 時点の情報）

就職等の
状況※２

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）
■自由記述欄

　　　７人
■就職率　　　　　　　　　： 100
■就職者数 7 社会福祉主事任用資

格
① 　　　７人

■就職指導内容
キャリア教育の一環として授業を開催し、社会人としての働く
ための知識、スキル、心構え、履歴書の書き方、身だしなみ等
を教育している。

幼稚園教諭二種免許 ① 　　　７人 　　　６人
■就職希望者数 7

学生委員会によるスポーツ大会等学校行事の企画運営
ボランティア活動（学校周辺の清掃活動等）・生活指導：アルバイトの届出を担任・校長が確認、出席状況

を見守り、欠席や遅刻を重ねる学生に対し、欠時不良による
単位不認定となる前に面談、電話連絡、保護者等への文書連
絡等による指導を行っている。
・学習指導・支援：学習状況を把握し、担任が個別指導を実施
している。質問事項を教科担当者に確認し、連携して学生を
指導する。
・実習指導・支援：実習担当教員が実習先指導者と連携を取
り合い、実習内容の事前すり合わせを行い、実習中は、実習
先を巡回し、学生指導および支援を行う。担任は、担当教員と
連携し実習中の学生を支援する。

■サークル活動： 有

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
保育所、認定こども園、幼稚園、児童発達支援センター （令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

： 87
■その他

長期休み
■夏　 季：　８月　８日～　８月２０日
■冬　 季：１２月２４日～　１月　９日
■学年末：　２月１７日～　３月３１日

卒業・進級
条件

卒業及び進級条件は、原則として、規定のカリキュラムを履
修し、その認定を受けることとする。但し、１年度当たりの必
修科目のうち単位不認定科目が１科目以上のものについて
は、仮に進級を認めることが出来る。最終学年終了時にお
いて単位不取得科目が３科目以上ある場合は留年とする。
この場合、翌年度に単位未取得科目を履修することにより、
卒業の判定を行う。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応

学期制度
特に学期を分けることは行わず、年間を通して規定の授業を
行う。
　４月４日～２月１６日

成績評価

■成績表：

■成績評価の基準・方法

成績の評価は、試験、学習態度、出席状況等を考慮し行う。
成績の評価は６０点以上を合格とし、次の基準による。　Ａ：
１００～８５点、Ｂ：８４～７０点、Ｃ：６９～６０点、Ｄ：５９点以下
とし、教科担当教員が年度末に行う。

60人 ２０人 ０人 ７人 １１人 １８人

128
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 夜間
1876 998 350 400

認定年月日 平成30年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

教育・
社会福祉

教育・社会福祉専門課程 こどもみらい科
平成２９年文部科学省告示

号外第３９号
－

学科の目的
卒業と同時に「保育士」資格ならびに「幼稚園教諭」免許を取得することに加えて卒業後、即戦力として活躍できるよう保育・養護・教育のあり方を具体的
にとらえつつ子どもの発達、成長に必要な環境を考え、創り出そうとする保育士、幼稚園教諭を養成することを目的とする。

０９２－７３７－３１５３
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人実教学園 平成2年12月20日 吉田　登志子
〒810-0021　福岡県福岡市中央区今泉１－４－１８

（電話）

Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専
門学校

平成2年12月20日 吉田　登志子
〒810-0021　福岡県福岡市中央区今泉１－４－１８

（電話） ０９２－７３７－３１５３

（別紙様式４）

令和4年8月10日※１
（前回公表年月日：令和3年8月10日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
学費の分割納付制度、奨学金制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
　　http://www.medical.ac.jp/



種別

①

③

③

②

②

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

第１回　令和３年６月１９日　１５：００～１７：１５
第２回　令和４年１月１５日　１５：００～１７：３０

　片山　敏克
Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　教員
医療部会部会長

2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　山下　和子
Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　教員
保育部会部会長

2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　永尾　賢 Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　教務課　担当
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　寺西　正砂
Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　教員
養成科部会部会長

2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

  宮本　恵実子 Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　専門課程副校長
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

2021年4月1日～2024年3月31
日（3年）

 医療法人聖峰会　マリン病院
　　事務長

　下戸　稔 　日本診療情報管理士会　評議員
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　天野　裕二 Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　事務長
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

2021年4月1日～2024年3月31
日（3年）

　大知　正典
 早良病院
事務部　医事課・診療情報管理課　課長代理

2021年4月1日～2024年3月31
日（3年）

　井上　　将彦

　蓮井　栄二 Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　養成科副校長
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　村上　千津 　高宮くすくすの丘保育園　園長
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　吉田　登志子 Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校　理事長・校長

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　年度内に２回以上の開催（原則6月、12月）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

近畿大学九州短期大学通信教育部のカリキュラムを併修するため、近畿大学九州短期大学の指定するカリキュラム、教
材・指導者・教育時間数等の要件を満したうえで、当校独自のカリキュラムとして姉妹園である「高宮くすくすの丘保育園」
や本校付属の地域型小規模保育事業所「浄水通くすくすナーサリー」の見学・実習等の科目を追加している。この教育課
程をさらに実務に即したものとするため、教育課程編成委員会を編成し、教育活動に関する評価を行うとともに業界の要
請を反映させながら教育課程を検討・構築することとしている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、教育課程の検討機関であり、校長、教務課長、教育課程編成委員会各部会の長、対象科の学
生が就職する業種を主な生業とする企業や施設関係者、 業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界
団体、職能団体、地方公共団体等の役職員、その他学校長が必要と認める者より構成される。委員会においては、教育
課程案の内容や教育方法を確認し、より実践に即した人材の育成に向けての教育課程の検証が行われている。学校内
の各部会において検討され教務が作成した教育課程案について教育課程編成委員会において検討し、意見を提案する。
校長はこれを受け教育課程を決定し、教務および各教育部会に向けて周知し、その実施方法に工夫・検討を重ね実施す
ると共に教務は、これを全講師に向けて周知する。目的の達成に向けてより効果的なものとするよう教育課程の改編に関
する提案・検討を行いPDＣＡサイクル実施する。
・校務運営規程　第９条

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

　福泉　公仁隆
　独立行政法人国立病院機構　九州医療センター
　医療管理企画運営部長、

2021年4月1日～2024年3月31
日（3年）

　吉田　博 　植田病院　院長補佐
2021年4月1日～2024年3月31
日（2年）

　原　祐一 　原土井病院　副理事長
2022年4月1日～2024年3月31
日（2年）

令和４年５月１日現在

名　前 所　　　属 任期

　折岡　健太郎
 久留米大学病院　腫瘍センター事務室院内
 がん登録係　課長補佐



（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

実習、実技、演習については保育及び幼児教育の現場から経験豊かな講師を迎え、教育課程編成委員の意見を取り入
れながら、より実践的なカリキュラムのもと指導を行う。
現場実習にあたっては、各園の教育および保育方針を事前に調査し、担当教員、実習園・施設の担当者及び実習生が実
習の目的・内容を共有した上で日々の実習を行い評価を受ける。成績評価は、生徒の自己評価ならびに企業側の実習指
導者の評価を学校に提出してもらい、実習日誌などの内容を勘案して最終評価を確定する。
実習先である園・施設等の個性を活かした実践的な体験を積み重ねると共に事前・事後指導を通して各学生の体験を発
表させ、クラスで共有し、さまざまな施設の個性とニーズの存在に気付かせ、保育者としての成長を促す。連携企業（園、
施設）と学生の実習を通して保育者の養成に関する現場のニーズ及び学生の気付きなどに関する検討・交流を行う。
各実習の実施にあたり、近畿大学通信課程のカリキュラムに沿った各々１０時間の事前事後実習指導ならびに本校独自
の実習指導を行い十分な成果を出せるように指導を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ
・教育実習は、平素座学を通じて習得してきた知識や技能を体験を通して実際の教育現場で実践することにより、幼児教
育に対する理解を深めるとともに現場における指導技術や実践活動を通して学び教育者としての精神の向上と資質を高
めることを目的とし、２年次の６月末～７月上旬に２週間、９月末～１０月上旬に２週間の計４週間実施する。

保育実習Ⅰ（保育所）、保育実習Ⅰ（施設）、保育実習Ⅱ（保育所）もしくは保育実習Ⅲ（施設）
・保育実習は平素座学で得た知識、技能、心構えを実際の保育現場で乳幼児教育および生活指導の学習を体験すること
で、保育者としての精神の向上と資質を高める事を目標とする。保育実習では、乳幼児の生活指導中心に２年次に保育
所に１０日、３年次に児童福祉施設に１０日間、および、同じく３年次に保育所または児童福祉施設のいずれかに１０日間
の実習を選択し計３０日間実施する。

保育士現場実習、保育士インターンシップ実習
・幼稚園教諭2種免許の取得を希望しない者が保育士としての更なる実践力向上を目指すために、10日間の実習で、子ど
もの年齢や発達に応じた保育展開、状況に応じた保育の実践を学びながら、子育て支援を行うことを目的とする。

実習に先立ち、学生は必要な技能と知識を学内で学習・演習し、これらの実習内容を踏まえ各実習先の実習指導者との
協議により現場の実情に合わせて調整を行い現場での指導を依頼する。実習生は実習規定に沿って日々の実習に赴き、
実習指導者と学校双方へ記録を提出するとともに評価を受ける。この実習によって学生は、机上の学習を整理・理解し実
践に繋げてゆく力を獲得する。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

子どもの発達段階には個体差があり、教科書の通りでない場合がある。子どもの状態をよく観察し、子どもの発達状態に
あった保育をする必要がある。また、子どもとの遊び方においても同様で臨機応変にする必要がある等の意見があり、保
育実習における子どもとのかかわり方などの指導を充実させることの重要性が意見された。更に実習先の指導者が効果
的な指導を行えるよう学生の状況や学校側の要望をよく知らせておく必要があると意見された。これを受け実習効果の更
なる向上の為、座学で学ぶ内容、本校が実習で学ばせたい内容を実習担当者に明示する事となった。具体的な方策とし
ては、実習配属前までの学習内容（カリキュラム）・実習事前指導の状況、実習に求める具体的な教育内容を取りまとめ
て、実習前に実習担当教員が実習先の指導者と協議を行った上で学生にオリエンテーションすることとなった。
幼稚園教諭２種免許の取得をせず、保育をより深く学びたい学生の保育士として実践力向上を目指すためには、より多く
の体験をし、理論と実践を統合する方向性を見出すべきとの教育課程編成委員から意見があり、教育課程編成委員が所
属されている保育園も積極的に受け入れる考えであるとの意見を頂き、実習先の保育所・施設と連携して１０日間の追加
保育士現場実習または、保育士インターンシップ実習で、子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状況に応じた保育の実
践を学ぶカリキュラムを編成する事になった。

「造形表現」や「児童文化」の授業で、パネルシアターや紙芝居、手袋人形等現場で活用できる教材を各自製作している
が、時間の都合上製作だけにとどまっているのは、もったいないとの意見から保育所であるお誕生会で発表することなり、
毎年行ってきたが、昨年と今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で回数が少なくなった。

「実習生を迎える最近の傾向として、実習生がピアノの楽譜を求めてくる。決してピアノが得意な学生ばかりではないが、
積極的に実習中にピアノ発表に挑戦しようとするケースが見受けられるので、是非、学生に実習でピアノの演奏に挑戦す
るように指導いただきたい。」との意見があり、ピアノ演習の時間を増やすとともに学生のモチベーション向上のため演奏
の披露の場を設けられないか検討している。

「情報処理入門」の授業カリキュラムに就職後の実務を想定したプレゼンテーションに必要なパワーポイント等を活用した
プレゼンテーションの能力を身につけるための内容を追加した。教育課程編成委員会での効果確認を行い継続するること
となった。



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等
・研修名：「日本高等教育学会第24回大会」（連携企業等：日本高等教育学会）
期間：令和3年5月30日（日）　オンライン開催　　　　　　対象：日本高等教育学会会員
内容：現在、大学を中心とする高等教育は世界的に構造的な変動の時代をむかえ、実践的、政策的な課題への取り組み
と、多様な学問領域からなる研究関心の高まりをみるに至っており、わが国でも、一連の改革や構造変動の進展とともに、
高等教育研究の必要性と重要性に対する認識が強まり、大学研究や実践・運営のためのセンター等が相次いで設立さ
れ、また大学院に高等教育関係の研究者養成あるいは専門職養成のためのプログラムが開設されるなど、教育研究体制
の整備の動きが本格化しはじめている。高等教育研究は、対象とする高等教育のシステムとしての複雑性や、問題として
の多様性から、社会科学や人文科学、さらには自然科学にも及ぶ大きさと広がりをもっており、変動の時代をむかえて
いっそう明らかになった高等教育に係わる諸問題とその研究の重要性を考えるとき、学問領域の違いをこえた研究者等の
結集と交流をはかり、研究の理論的、方法的基礎を強化し、研究の一層の深化発展をめざすとともに、その研究成果の普
及を図り、実践的、政策的課題の解決に寄与するためにの学会。

・研修名：「日本インターンシップ学会」（連携企業等：日本インターンシップ学会）
期間：令和３年７月３１日（土）　Zoomによるオンライン開催　　　　　対象：日本インターンシップ学会会員
内容：インターンシップに関する学術大会
「学校教育の一環として据えて、インターンシップの健全な発展と普及すること」を主眼として、研究活動が展開されており
現在、産学官の新たな関係の構築など、グローバル化の急速な進展にともない、企業・団体組織や経営体を取り巻く環境
の急激な変化への対応が迫られるなかで、わが国のインターンシップは、さまざまな分野において、ますます多様な仕方
で独自の発展を遂げつつあるため、インターンシップの更なる向上目指すための学術大会。

・研修名：「保育をどうしょう未来会議」
期間：令和３年7月27日（火）～31日（土）　10時00分～15時00分　　Zoomによるオンライン開催
対象：全国の保育施設（幼稚園・こども園・保育園・学童等）に関わる保育者
内容：保育施設のマネジメントに関わる方であれば誰もが考える「保育の質向上」。
ドキュメンテーション、保育ICTの活用、園内研修etc、保育施設のマネジメントに携わる方には必ず押さるべきポイント、園
長、施設長として取り組む「保育の質向上」に向けた「初めの一歩」とは何か、今年度から管理職になられた方や、これか
ら目指す方、及び既に管理職として日々マネジメントを実践されている方向けの内容の修得。
基調講演：「保育の質向上に向けた学びや気付きその大切さ」　⽩梅学園⼤学 名誉教授　無藤 隆
　　　　　　　「保育の質向上とドキュメンテーションの関係性/重要性」　⽟川⼤学 教授　⼤⾖⽣⽥ 啓友
　　　　　　　「これからの時代に求められる園経営～離職防止に向けた園内マネジメント～」株式会社船井総合研究所
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育・教育支援部 コンサルタント 吉田 健人
　　　　　　「その伝え方、適切ですか？伝える前のことば＆こころの準備」セルフケア・ラーニング 代表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里 弘樹
メイン セッション：「撮る！楽しむ！活かす！写真活用の「初めの一歩」」　保育のデザイン研究所 研究員　川辺 尚

・研修名：「子ども家庭応援（おせっかい）ワーカー養成講座」（連携企業等：ワーカーズコープ九州沖縄事業本部）
　　　　　　対象：教師、保育士、社会福祉関係者、看護師　等
地域の公民館や集会所を活用した子どもや親の日常的な支援や相談を行い、福岡をどこよりも子育てしやすい素敵な街
にするをテーマにした公演会（本年度はオンライン開催）

期間・内容：テーマ

第1回 4.16(金）18:30～20:30
　会場：福岡市中央市民センター視聴覚室
　講師：宮嶋 晴子（九州女子短期大学・子育てサポートWILL）※〈ZOOMによる講演〉
　テーマ：親の主体性を引き出す子育て支援とは

第2回 4.30(金)　18:30～20:30
　会場：福岡市中央市民センター視聴覚室
　講師：木戸 勝也（ホームレス支援・福岡おにぎりの会）
　テーマ：コロナ下の路上生活者から見えてくる日本社会

第3回 5.07(金) 18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：守田 典子（熊本県SSW・中九州短期大学）
　テーマ：SSWによる学校でのRJ（修復的対話）実践

第4回 5.14(金) 18:30～20:30
　会場：福岡市中央市民センター視聴覚室
　講師：河浦 龍生（福岡市子ども家庭支援センターはぐはぐ）
　テーマ：児童虐待の現在・防げなかった福岡の死亡事件！

第5回 5.21(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：後藤 富和（弁護士・元警固中学校PTA）
　テーマ： 制服・校則問題から学校が変わり始めている

第6回 6.04(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：多賀 太（関西大学・ホワイトリボンキャンペーン）　※〈ZOOMによる講演〉
　テーマ：ジェンダー平等を日本に実現するために

第7回 6.11(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：齊藤 陽子（福岡大学精神科）
　テーマ：トラウマインフォームドケアを社会に実現する2021

第8回 6.18(金)　18:30～20:30
　会場： あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：小野 アンリ（LGBT子ども・若者サポートFRENS）
　テーマ： LGBTQ + の子どもたちの声を聴くためのスタートライン

第9回 7.02(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：小河 光治（子どもの貧困対策センターあすのば）
　テーマ：子どもの貧困問題の現在、私たちにできること！

第10回 7.16(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：ブローハン聡（Youtube THREE FLAGS）　※〈ZOOMによる講演〉
　テーマ：社会的養護は子どもの生きるベースを作れるか

第11回 7.30(金)　18:30～20:30
　会場：未定
　講師：小坂 昌司（弁護士・元宗像市子どもの権利救済委員）
　テーマ：子どもの権利条約とハッピークローバーの活動

保育士現場実習、保
育士インターンシップ

実習

幼稚園教諭2種免許の取得を希望しない者が保育士として
の更なる実践力向上を目指すために、10日間の実習で、
子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状況に応じた保
育の実践を学びながら、子育て支援を行うことを目的とす
る。

あさひ保育園、特定非営利活動法
人　クリスタル

※福岡県内外の児童福祉施設

学校全体においては、教職員研修規定に基づき①職場内研修、②職場外研修、③人権教育研修、④自己啓発研修を行
う。特にこの学科の特色としては、近畿大学九州短期大学連携校の教員を対象とした研修会、同和教育、保健福祉セン
ターが主催する育児・乳幼児教育等に関するセミナー・各種研究会に参加させている。

保育実習Ⅰ（施設）
保育実習Ⅲ（施設）

「保育実習（施設）」は保育士資格を取得するために児童
福祉施設（保育所以外）で行う実習である。乳児院・児童
養護施設・母子生活支援施設などの養護施設や障害児入
所施設・障害者支援施設などの障害者施設で実習を行う。
それぞれ10日間の実習で、次の内容を体験的に学ぶ。①
施設における1日の流れ ②子どもや障害者への理解を深
める ③施設保育士の業務内容や職業倫理について学ぶ
④施設の技術や記録方法について実践的に学ぶ ⑤保育
士を志すものとして自覚を高める。

和白青松園、甘木山乳児院、甘木
山学園、福岡市立西部療育セン
ター

※福岡県内外の児童福祉施設（保
育所以外）：乳児院、児童養護施
設、母子生活支援施設、障害児入
所施設、障害者支援施設等

教育実習Ⅰ
教育実習Ⅱ

専門教育科目で獲得した幼児教育に関する知識、技能を
活用しながら、実践的指導力を体験的にまた総合的に高
めていくことを目標とする。この目標を達成するために第1
回（2週間）の実習では観察・参加実習、部分実習を、さら
に、第2回（2週間）の実習では、実習指導を主とする実習
を行うこととする。

野間幼稚園、茶山幼稚園、比田勝
幼稚園、大橋幼稚園、かなやま幼
稚園等、１４施設

※福岡県内外の幼稚園

保育実習Ⅰ（保育所）
保育実習Ⅱ（保育所）

「保育実習（保育所）」は保育士資格を取得するために児
童福祉施設で行う実習である。「保育士実習」には「保育
所」「幼保連携型認定こども園」、あるいは児童福祉法に基
づく「小規模保育事業所」「事業所内保育事業所」が含まれ
る。10日間の実習で、次の内容を体験的に学ぶ。①保育
所等における1日の流れ ②子どもへの理解を深める ③保
育士の業務内容や職業倫理について学ぶ ④保育所等の
技術や記録方法について実践的に学ぶ ⑤保育士を志す
ものとして自覚を高める。

高宮くすくすの丘保育園、東和愛
児園、アン・シャーリー保育園、佐
須奈保育園、弥永保育園等、２０
施設

※福岡県内外の児童福祉施設：
「保育所」「幼保連携型認定こども
園」または、児童福祉法に基づく
「小規模保育事業所」「事業所内保
育事業所」

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



・研修名：「日本高等教育学会第24回大会」（連携企業等：日本高等教育学会）
期間：令和3年5月30日（日）　オンライン開催　　　　　　対象：日本高等教育学会会員
内容：現在、大学を中心とする高等教育は世界的に構造的な変動の時代をむかえ、実践的、政策的な課題への取り組み
と、多様な学問領域からなる研究関心の高まりをみるに至っており、わが国でも、一連の改革や構造変動の進展とともに、
高等教育研究の必要性と重要性に対する認識が強まり、大学研究や実践・運営のためのセンター等が相次いで設立さ
れ、また大学院に高等教育関係の研究者養成あるいは専門職養成のためのプログラムが開設されるなど、教育研究体制
の整備の動きが本格化しはじめている。高等教育研究は、対象とする高等教育のシステムとしての複雑性や、問題として
の多様性から、社会科学や人文科学、さらには自然科学にも及ぶ大きさと広がりをもっており、変動の時代をむかえて
いっそう明らかになった高等教育に係わる諸問題とその研究の重要性を考えるとき、学問領域の違いをこえた研究者等の
結集と交流をはかり、研究の理論的、方法的基礎を強化し、研究の一層の深化発展をめざすとともに、その研究成果の普
及を図り、実践的、政策的課題の解決に寄与するためにの学会。

・研修名：「日本インターンシップ学会」（連携企業等：日本インターンシップ学会）
期間：令和３年７月３１日（土）　Zoomによるオンライン開催　　　　　対象：日本インターンシップ学会会員
内容：インターンシップに関する学術大会
「学校教育の一環として据えて、インターンシップの健全な発展と普及すること」を主眼として、研究活動が展開されており
現在、産学官の新たな関係の構築など、グローバル化の急速な進展にともない、企業・団体組織や経営体を取り巻く環境
の急激な変化への対応が迫られるなかで、わが国のインターンシップは、さまざまな分野において、ますます多様な仕方
で独自の発展を遂げつつあるため、インターンシップの更なる向上目指すための学術大会。

・研修名：「保育をどうしょう未来会議」
期間：令和３年7月27日（火）～31日（土）　10時00分～15時00分　　Zoomによるオンライン開催
対象：全国の保育施設（幼稚園・こども園・保育園・学童等）に関わる保育者
内容：保育施設のマネジメントに関わる方であれば誰もが考える「保育の質向上」。
ドキュメンテーション、保育ICTの活用、園内研修etc、保育施設のマネジメントに携わる方には必ず押さるべきポイント、園
長、施設長として取り組む「保育の質向上」に向けた「初めの一歩」とは何か、今年度から管理職になられた方や、これか
ら目指す方、及び既に管理職として日々マネジメントを実践されている方向けの内容の修得。
基調講演：「保育の質向上に向けた学びや気付きその大切さ」　⽩梅学園⼤学 名誉教授　無藤 隆
　　　　　　　「保育の質向上とドキュメンテーションの関係性/重要性」　⽟川⼤学 教授　⼤⾖⽣⽥ 啓友
　　　　　　　「これからの時代に求められる園経営～離職防止に向けた園内マネジメント～」株式会社船井総合研究所
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育・教育支援部 コンサルタント 吉田 健人
　　　　　　「その伝え方、適切ですか？伝える前のことば＆こころの準備」セルフケア・ラーニング 代表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里 弘樹
メイン セッション：「撮る！楽しむ！活かす！写真活用の「初めの一歩」」　保育のデザイン研究所 研究員　川辺 尚

・研修名：「子ども家庭応援（おせっかい）ワーカー養成講座」（連携企業等：ワーカーズコープ九州沖縄事業本部）
　　　　　　対象：教師、保育士、社会福祉関係者、看護師　等
地域の公民館や集会所を活用した子どもや親の日常的な支援や相談を行い、福岡をどこよりも子育てしやすい素敵な街
にするをテーマにした公演会（本年度はオンライン開催）

期間・内容：テーマ

第1回 4.16(金）18:30～20:30
　会場：福岡市中央市民センター視聴覚室
　講師：宮嶋 晴子（九州女子短期大学・子育てサポートWILL）※〈ZOOMによる講演〉
　テーマ：親の主体性を引き出す子育て支援とは

第2回 4.30(金)　18:30～20:30
　会場：福岡市中央市民センター視聴覚室
　講師：木戸 勝也（ホームレス支援・福岡おにぎりの会）
　テーマ：コロナ下の路上生活者から見えてくる日本社会

第3回 5.07(金) 18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：守田 典子（熊本県SSW・中九州短期大学）
　テーマ：SSWによる学校でのRJ（修復的対話）実践

第4回 5.14(金) 18:30～20:30
　会場：福岡市中央市民センター視聴覚室
　講師：河浦 龍生（福岡市子ども家庭支援センターはぐはぐ）
　テーマ：児童虐待の現在・防げなかった福岡の死亡事件！

第5回 5.21(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：後藤 富和（弁護士・元警固中学校PTA）
　テーマ： 制服・校則問題から学校が変わり始めている

第6回 6.04(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：多賀 太（関西大学・ホワイトリボンキャンペーン）　※〈ZOOMによる講演〉
　テーマ：ジェンダー平等を日本に実現するために

第7回 6.11(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：齊藤 陽子（福岡大学精神科）
　テーマ：トラウマインフォームドケアを社会に実現する2021

第8回 6.18(金)　18:30～20:30
　会場： あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：小野 アンリ（LGBT子ども・若者サポートFRENS）
　テーマ： LGBTQ + の子どもたちの声を聴くためのスタートライン

第9回 7.02(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：小河 光治（子どもの貧困対策センターあすのば）
　テーマ：子どもの貧困問題の現在、私たちにできること！

第10回 7.16(金)　18:30～20:30
　会場：あすみん（福岡市NPPOボランティアセンター）セミナールーム
　講師：ブローハン聡（Youtube THREE FLAGS）　※〈ZOOMによる講演〉
　テーマ：社会的養護は子どもの生きるベースを作れるか

第11回 7.30(金)　18:30～20:30
　会場：未定
　講師：小坂 昌司（弁護士・元宗像市子どもの権利救済委員）
　テーマ：子どもの権利条約とハッピークローバーの活動



②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「やるきの根っこ」学内スプリングセミナー（連携企業等：学校法人実教学園）
期間：令和３年４月１０日（土）　　　　　　対象：Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校専門課程教員
内容：新入生に対するキャリアアップ教育指導セミナー

研修名：専修学校教員「新任教員研修」（連携企業等：　職業教育・キャリア教育財団）
期間：令和３年8月３日（火）～５日（水）　　　　　　対象：専修学校新任教員
内容：専修学校教育のあり方と授業実践（22時間）
　　　１．専修学校における職業教育
　　　２．学生・教員のための実践心理
　　　３．学生・教員ののための実践心理
　　　４．専修学校と制度

研修名：日本職業教育学会大会（連携企業等：　日本学術会協力学術研究団体）
期間：令和３年１０月２日（土）～３日（日）　Zoomによるオンライン開催　　　　　対象：専修学校等教員
内容：学校教育と企業内教育から見た職業教育の今後の在り方をどう築くかにつきてのや討論会を通じ、実践方法を学
び、学生に対する指導力の向上を目指す。
　　　１．総会
　　　２．自由研究発表
　　　３．シンポジウム

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

・研修名：「日本高等教育学会第24回大会」（連携企業等：日本高等教育学会）
期間：令和4年5月28日(土)～29(日)　オンライン開催　　　　　　対象：日本高等教育学会会員
内容：現在、大学を中心とする高等教育は世界的に構造的な変動の時代をむかえ、実践的、政策的な課題への取り組み
と、多様な学問領域からなる研究関心の高まりをみるに至っており、わが国でも、一連の改革や構造変動の進展とともに、
高等教育研究の必要性と重要性に対する認識が強まり、大学研究や実践・運営のためのセンター等が相次いで設立さ
れ、また大学院に高等教育関係の研究者養成あるいは専門職養成のためのプログラムが開設されるなど、教育研究体制
の整備の動きが本格化しはじめている。高等教育研究は、対象とする高等教育のシステムとしての複雑性や、問題として
の多様性から、社会科学や人文科学、さらには自然科学にも及ぶ大きさと広がりをもっており、変動の時代をむかえて
いっそう明らかになった高等教育に係わる諸問題とその研究の重要性を考えるとき、学問領域の違いをこえた研究者等の
結集と交流をはかり、研究の理論的、方法的基礎を強化し、研究の一層の深化発展をめざすとともに、その研究成果の普
及を図り、実践的、政策的課題の解決に寄与するためにの学会。

研修名：保育士養成校と福岡市保育協会の意見交換会（連携企業等：一般社団法人福岡市保育協会）
期間：令和4年8月17日（水)　　　　　　対象：保育士養成校
保育人材の確保、育成、定着が一層円滑に行われるよう、保育士養成校と保育所運営事業者との情報や意見
の交換を通じ、両者の連携をさらに強固なものとしていくことを目的としています。
・研修名：筑紫女学園大学公開講座「レジリエンスとリフレーミング」
期間：令和４年８月９日（火）10:00～12:00　　対象：一般
内容：発達障害の子ども達に身につけさせたい力の一つにレジリエンスがあります。
立ち直り力などと訳されているこの力をどのように着けていったらいいのかを概説します。
さらに親に身に着けてほしい力であるリフレーミングについても概説します。
講師：酒井　均（人間科学部教授）

・研修名：「日本インターンシップ学会」（連携企業等：日本インターンシップ学会）
期間：令和４年８月２７日（土）～２８(日)　Zoomによるオンライン開催　　　　　対象：日本インターンシップ学会会員
内容：インターンシップに関する学術大会
「学校教育の一環として据えて、インターンシップの健全な発展と普及すること」を主眼として、研究活動が展開されており
現在、産学官の新たな関係の構築など、グローバル化の急速な進展にともない、企業・団体組織や経営体を取り巻く環境
の急激な変化への対応が迫られるなかで、わが国のインターンシップは、さまざまな分野において、ますます多様な仕方
で独自の発展を遂げつつあるため、インターンシップの更なる向上目指すための学術大会。

・研修名：「保育をどうしょう未来会議」
期間：令和４年7月24日（日）～８月6日（土）　　Zoomによるオンライン開催
対象：全国の保育施設（幼稚園・こども園・保育園・学童等）に関わる保育者
内容：保育施設のマネジメントに関わる方であれば誰もが考える「保育の質向上」。
今回のテーマは「子どもを真ん中においた保育・子育て社会の実現に向けて」。コロナ禍で「保護者支援」が注目された保
育施設ですが、本来、保育の場は子どもたちの豊かな育ちを保障する場であるはずです。
そして子どもたちの豊かな育ちは、この社会全体の未来に直結しています。そんな保育の場の本来の役割に目を向け、保
育者、そして保護者を含む社会全体で「子どもを真ん中においた保育・子育て社会の実現」について考える機会を作り上
げていく。
基調講演：
7/24「子ども真ん中社会の子育て・保育の実現に向けて」
　　　玉川大学 教育学部 教授大豆生⽥ 啓
　　「みんなで創る「保育・子育ての未来地図」」
　　　ユニファ株式会社 代表取締役 CEO　土岐 泰之
7/26「保護者を園の味方にする Part2 ～気になる子どもの保護者対応～」
　　　社会福祉法人ルピナス　キッズ・キッズ折尾保育園 園長山本 ユキコ
　　「毎日のドキュメンテーション実践で広がる園内コミュニケーション
　　　～楽しく広がる・毎日の発見・保護者とのつながり～」
　　　社会福祉法人貴静会　もりのおがわ保育園　園長　木川 誠之
　　「地域づくりの中心として園が担える役割」
　　　学校法人柿沼学園　認定こども園こどもむら　 理事長　柿沼 平太郎
7/28「選ばれる園づくりのための枠組み - 4つのステークホルダーとの信頼関係から」
　　　白梅学園大学 名誉教授　無藤 隆
　　「ゆとりの作り方～誰のゆとりをどのように作るか～」
　　　学校法人くるみ学園　理事長　戸巻 聖
7/30「参加型！簡単！親子遊びのアイデアと保育への活用」
　　　社会福祉法人泉新会 理事長・保育士　パパ遊びスペシャリスト　今津 太陽
　　「「じりつ」と「きょうりょく」を大切にする保育の現場」
　　　社会福祉法人呉竹会　三茶こだま保育園 園長　石田 亜由美
8/2 「まず、はじめよう！写真を使った魅力ある保育づくり」
　　　社会福祉法人安心会　戸田第2すこやか保育園　主任　小山 夕子
　　「認定こども園における『体験』からの『学び』を大切にするための取り組みと今後」
　　　学校法人真愛学院　認定こども園真愛幼稚園 園長　山中 真介
8/4 「保育園DXが起こす、自治体変革の波」
　　　北上市 企画部　都市プロモーション課 主幹　DXプロジェクト統括　大塚 知彦
　　「いま改めて考えたい「社会全体で子どもを育てること」について」
　　　東京大学 名誉教授　白梅学園大学 名誉学長　汐見 稔幸



研修名：「やるきの根っこ」学内スプリングセミナー（連携企業等：学校法人実教学園）
期間：令和４年４月１０日（土）　　　　　　対象：Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校専門課程教員
内容：新入生に対するキャリアアップ教育指導セミナー

研修名：専修学校教員「新任教員研修」（連携企業等：　職業教育・キャリア教育財団）
期間：令和４年8月２日（火）～４日（木）　　　　　　対象：専修学校新任教員
内容：専修学校教育のあり方と授業実践（１６時間）
　　　１．専修学校における学び・成長と教員の専門性
　　　２．専修学校教育のあり方と授業実践（鶴田先生）
　　　３．専修学校教育のあり方と授業実践（生田先生）
　　　４．応急手当法

研修名：日本職業教育学会大会（連携企業等：　日本学術会協力学術研究団体）
期間：令和４年１１月１２日（土）～１３日（日）　Zoomによるオンライン開催　　　　　対象：専修学校等教員
内容：学校教育と企業内教育から見た職業教育の今後の在り方をどう築くかにつきてのや討論会を通じ、実践方法を学
び、学生に対する指導力の向上を目指す。
今年度の研究大会のテーマは「キャリア教育と心理的安全性」です。知識も経験も少なく、自信のない児童・生徒・学生が
それでも「将来こうなりたい」と言えるようになるためには、周囲から否定されず応援してもらえる心理的に安全な場が必要
ではなのではないか、教員や学校が心理的に安全な体験の場や振り返りの機会を提供する。
　　　１．総会
　　　２．自由研究発表
　　　３．シンポジウム

・研修名：「日本高等教育学会第24回大会」（連携企業等：日本高等教育学会）
期間：令和4年5月28日(土)～29(日)　オンライン開催　　　　　　対象：日本高等教育学会会員
内容：現在、大学を中心とする高等教育は世界的に構造的な変動の時代をむかえ、実践的、政策的な課題への取り組み
と、多様な学問領域からなる研究関心の高まりをみるに至っており、わが国でも、一連の改革や構造変動の進展とともに、
高等教育研究の必要性と重要性に対する認識が強まり、大学研究や実践・運営のためのセンター等が相次いで設立さ
れ、また大学院に高等教育関係の研究者養成あるいは専門職養成のためのプログラムが開設されるなど、教育研究体制
の整備の動きが本格化しはじめている。高等教育研究は、対象とする高等教育のシステムとしての複雑性や、問題として
の多様性から、社会科学や人文科学、さらには自然科学にも及ぶ大きさと広がりをもっており、変動の時代をむかえて
いっそう明らかになった高等教育に係わる諸問題とその研究の重要性を考えるとき、学問領域の違いをこえた研究者等の
結集と交流をはかり、研究の理論的、方法的基礎を強化し、研究の一層の深化発展をめざすとともに、その研究成果の普
及を図り、実践的、政策的課題の解決に寄与するためにの学会。

研修名：保育士養成校と福岡市保育協会の意見交換会（連携企業等：一般社団法人福岡市保育協会）
期間：令和4年8月17日（水)　　　　　　対象：保育士養成校
保育人材の確保、育成、定着が一層円滑に行われるよう、保育士養成校と保育所運営事業者との情報や意見
の交換を通じ、両者の連携をさらに強固なものとしていくことを目的としています。
・研修名：筑紫女学園大学公開講座「レジリエンスとリフレーミング」
期間：令和４年８月９日（火）10:00～12:00　　対象：一般
内容：発達障害の子ども達に身につけさせたい力の一つにレジリエンスがあります。
立ち直り力などと訳されているこの力をどのように着けていったらいいのかを概説します。
さらに親に身に着けてほしい力であるリフレーミングについても概説します。
講師：酒井　均（人間科学部教授）

・研修名：「日本インターンシップ学会」（連携企業等：日本インターンシップ学会）
期間：令和４年８月２７日（土）～２８(日)　Zoomによるオンライン開催　　　　　対象：日本インターンシップ学会会員
内容：インターンシップに関する学術大会
「学校教育の一環として据えて、インターンシップの健全な発展と普及すること」を主眼として、研究活動が展開されており
現在、産学官の新たな関係の構築など、グローバル化の急速な進展にともない、企業・団体組織や経営体を取り巻く環境
の急激な変化への対応が迫られるなかで、わが国のインターンシップは、さまざまな分野において、ますます多様な仕方
で独自の発展を遂げつつあるため、インターンシップの更なる向上目指すための学術大会。

・研修名：「保育をどうしょう未来会議」
期間：令和４年7月24日（日）～８月6日（土）　　Zoomによるオンライン開催
対象：全国の保育施設（幼稚園・こども園・保育園・学童等）に関わる保育者
内容：保育施設のマネジメントに関わる方であれば誰もが考える「保育の質向上」。
今回のテーマは「子どもを真ん中においた保育・子育て社会の実現に向けて」。コロナ禍で「保護者支援」が注目された保
育施設ですが、本来、保育の場は子どもたちの豊かな育ちを保障する場であるはずです。
そして子どもたちの豊かな育ちは、この社会全体の未来に直結しています。そんな保育の場の本来の役割に目を向け、保
育者、そして保護者を含む社会全体で「子どもを真ん中においた保育・子育て社会の実現」について考える機会を作り上
げていく。
基調講演：
7/24「子ども真ん中社会の子育て・保育の実現に向けて」
　　　玉川大学 教育学部 教授大豆生⽥ 啓
　　「みんなで創る「保育・子育ての未来地図」」
　　　ユニファ株式会社 代表取締役 CEO　土岐 泰之
7/26「保護者を園の味方にする Part2 ～気になる子どもの保護者対応～」
　　　社会福祉法人ルピナス　キッズ・キッズ折尾保育園 園長山本 ユキコ
　　「毎日のドキュメンテーション実践で広がる園内コミュニケーション
　　　～楽しく広がる・毎日の発見・保護者とのつながり～」
　　　社会福祉法人貴静会　もりのおがわ保育園　園長　木川 誠之
　　「地域づくりの中心として園が担える役割」
　　　学校法人柿沼学園　認定こども園こどもむら　 理事長　柿沼 平太郎
7/28「選ばれる園づくりのための枠組み - 4つのステークホルダーとの信頼関係から」
　　　白梅学園大学 名誉教授　無藤 隆
　　「ゆとりの作り方～誰のゆとりをどのように作るか～」
　　　学校法人くるみ学園　理事長　戸巻 聖
7/30「参加型！簡単！親子遊びのアイデアと保育への活用」
　　　社会福祉法人泉新会 理事長・保育士　パパ遊びスペシャリスト　今津 太陽
　　「「じりつ」と「きょうりょく」を大切にする保育の現場」
　　　社会福祉法人呉竹会　三茶こだま保育園 園長　石田 亜由美
8/2 「まず、はじめよう！写真を使った魅力ある保育づくり」
　　　社会福祉法人安心会　戸田第2すこやか保育園　主任　小山 夕子
　　「認定こども園における『体験』からの『学び』を大切にするための取り組みと今後」
　　　学校法人真愛学院　認定こども園真愛幼稚園 園長　山中 真介
8/4 「保育園DXが起こす、自治体変革の波」
　　　北上市 企画部　都市プロモーション課 主幹　DXプロジェクト統括　大塚 知彦
　　「いま改めて考えたい「社会全体で子どもを育てること」について」
　　　東京大学 名誉教授　白梅学園大学 名誉学長　汐見 稔幸



（３）教育活動

① 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されてい
るか。
②　教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年
限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされている
か。
③　学科のカリキュラムは体系的に編成されているか。
④　キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教
育方法の工夫・開発などが実施されているか。
⑤　関連分野の企業・関係施設等や業界団体等の連携により、カリ
キュラムの作成・見直し等が行われているか。
⑥　キャリア教育・実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ
プ、実技・実習等）が行われているか。
⑦　授業評価の実施・評価体制はあるか。
⑧　情報システム化等による業務の効率化が図られているか。
⑨　成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっている
か。
⑩　資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位
置づけはあるか。
⑪　人材育成目標の達成に向け、授業を行うことが出来る要件を整え
た教員を確保しているか。
⑫　関連分野における業界等との連携において優れた教員を確保す
るなどマネジメントが行われているか。
⑬　関連分野における先端的な知識等を習得するための研修や教員
の指導力育成など資質向上のための取組がなされているか。
⑭　職員の能力開発のための研修等がおこなわれているか。

（４）学修成果

①　就職率の向上が図られているか。
②　資格取得率の向上が図られているか。
③　退学率の低減が図られているか。
④　卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。
⑤　卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善
に活用されているか。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
① 教育理念・教育目標は、定められているか。
② 教育理念・教育目標は、社会のニーズにあっているか。
③ 教育理念・教育目標は、学生・保護者に周知されているか。

（２）学校運営

①　学校の教育目標に沿った事業計画が策定されているか。
②　運営方針に沿った事業計画が策定されているか。
③　運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されており、
有効に機能しているか。
④　人事・給与等に関する規則等は整備されているか。
⑤　業界や地域社会等に関するコンプライアンス体制が整備されてい
るか。
⑥　教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されている
か。
⑦　教育活動等に関する情報公開が適切になされているか。
⑧　情報システム化等による業務の効率化が図られているか。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

F・Ｃフチガミ医療福祉専門学校における学校関係者評価は、『専修学校における学校評価ガイドライン』に則って行うこと
を基本方針とし、① 自己評価の結果について、学校外の関係者による評価をおこない、自己評価結果の客観性・透明性
を高める。② 卒業生、関係業界、専修学校団体等の関係団体、高等学校等、保護者・地域住民、所轄庁・自治体の関係
部局など、専修学校と密接に関係する者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図る事を目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



学校関係者評価委員会において、委員より教員の授業の質の向上、新しい教育方法の効果測定・教員の教授法の向上
などを目的に高等学校においては研究授業、大学・短大においても教師間に公開される授業を実施し教育の質の維持向
上を図っているので、教育の質の向上を目的に実施しされてはどうかとの提案があり、本校においても推進月間を定め、
教員相互の授業見学を実施し、教育の質の向上を図る事となった。
また、教育理念の周知を行うため、職員会議での理念の説明、学校内（教室内）掲示する事となった。
現場実習に関しては、実習前に学生・実習指導者、学校教員による三者協議会を開催し、効率的な実習のあり方と実習
生の意識向上を目指していく事とした。
個人情報の厳守は、概ね問題ないが、年に１回程度の研修と内部監査の実施が必要ではないのかとの意見が出たため、
実施する事となった。

（９）法令等の遵守

①　法令・専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされている
か。
②　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。
③　自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。
④　自己評価結果を公表しているか。

（１０）社会貢献・地域貢献

①　学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行ってい
るか。
②　学生のボランティア活動を奨励・支援しているか。
③　地域に対する公開講座・教育訓練(公共職業訓練等)の受託等を積
極的に実施しているか。

（１１）国際交流

（３）学校関係者評価結果の活用状況

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（６）教育環境

①　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備され
ているか。
②　学内の実習施設・インターンシップ、海外研修の場等については十
分な教育体制を整備しているか。
③　防災に対する体制は整備されているか。

（７）学生の受入れ募集

①　高等学校等に対して情報提供等の取り組みが適切に行われてい
るか。
②　学生募集活動は、適切に行われているか。
③　学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に
伝えられているか。
④　校納金は、妥当なものとなっているか。

（８）財務

①　中長期的に学校の財務基盤は、安定しているといえるか。
②　予算・収支計画は、有効かつ妥当なものとなっているか。
③　財務について会計監査が適正に行われているか。
④　財務情報公開の体制は、準備はできているか。

（５）学生支援

①　就職に関する支援体制は整備されているか。
②　学生相談に関する体制は整備されているか。
③　学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。
④　学生の健康管理を担う組織体制はあるか。
⑤　課外活動に対する支援体制は整備されているか。
⑥　学生の生活環境への支援は行われているか。
⑦　保護者と適切に連携しているか。
⑧　卒業生への支援体制はあるか。
⑨　社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。
⑩　高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の
取り組みが行われているか。



種別

企業・団体
等関係者

卒業生

企業・団体
等関係者

企業・団体
等関係者

企業・団体
等関係者

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

　　　令和4年5月1日現在
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　緒方　信明 公民館長、薬剤師、診療情報管理士
2021.4.1～

　　2023.3.31（２年間）

　石田　圭子
笹丘くすくすの木保育園
主任保育士

2021.4.1～
　　2023.3.31（２年間）

   廣津　諭
診療情報管理士
株式会社　翔薬

2021.4.1～
　　2023.3.31（２年間）

　岸川　公紀
中村学園大学短期大学部キャリア開発学科
教授

2021.4.1～
　　2023.3.31（２年間）

　長島　永青
卒業生　（国家公務員共済組合連合会 浜の町
病院　情報企画課　診療情報管理室　診療情
報管理士）

2021.4.1～
　　2023.3.31（２年間）

名　前 所　　　属 任期

（１）学校の概要、目標及び計画

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

学校関係者評価委員会規程に基づき、今後の学校運営をより良いものにするため、学校の自己評価にともない、評価を
受けるため、学校情報を提供する事を基本方針としている。

①学校の概要
②学校の沿革
③教育方針

（２）各学科等の教育

①入学定員・総定員・卒業生数・就職率
②卒業後の進路：主な就職先
③カリキュラム（カリキュラム体系表）
④資格取得

（３）教職員
①組織図
②担当教員分類表

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

URL:http://www.medical.ac.jp/
公表時期：原則毎年８月更新

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

URL:　　http://www.medical.ac.jp/

（１０）国際連携の状況 公表せず

（１１）その他 職業実践専門課程の基本情報（様式４）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（７）学生納付金・修学支援 ①学費・奨学金

（８）学校の財務 ①収支状況

（９）学校評価 ①自己点検・評価、学校関係者評価結果

（４）キャリア教育・実践的職業教育
①キャリア教育・就職指導
②企業実習

（５）様々な教育活動・教育環境 ①学校行事：年間スケジュール

（６）学生の生活支援
①学生相談に関する支援体制
②学生の健康管理支援体制・健康診断
③緊急時対応マニュアル

http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
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http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
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http://www.medical.ac.jp/公表時期：原則毎年８月更新
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Ｆ・Ｃフチガミ医療福祉専門学校

こどもみらい科
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兼
　
　
任

○ 生涯スポーツ

各種スポーツ（バレーボール、バドミントンな
ど）の技能の向上を中核目標としながら、ス
ポーツ文化が形成されてきた歴史的、風土的、
社会的背景についての理解を深める。また、
「できる」ことに加え、「わかる」ことや「み
んながうまくなること」を共通目標に設定し、
グループ学習における集団的・組織的活動を重
視しながら、PDCAサイクルを身に着ける。

1 30 2 ○ ○ ○ ○

○
幼児と音楽表
現

声楽：グループレッスンの形態で行う。コール
ユーブンゲンでは音程とリズム、コンコーネで
は歌唱表現を重視し、子どもの歌も使用し作品
解釈を行う。
ピアノ：個人レッスンの形態で行う。学生の力
量に合わせた指導を行う。

1 16 1 ○ ○ ○

○ 教育心理学

幼児の心理学で学んだ内容について、どのよう
に教育の中に生かしていくか学ぶ。また、就学
に向けて(幼・保・小連携)の諸問題を整理し、
保育の中でどう対応していくのかについて学
ぶ。

1 16 1 ○ ○ ○

○ 幼児の心理学

教育に関する諸事情について、教育の効果を高
めるのに役立つ心理的知見と心理的技術を学
ぶ。また、子どもを取り巻く諸問題を整理し、
保育の中でどう対応していくのかについて学
ぶ。

1 16 1 ○ ○ ○

○
健 康 （ 指 導
法）

幼稚園教育要領や保育所保育指針における「健
康」領域の中核的な保育内容となる「運動あそ
び」と「基本的生活習慣」に関する保育者の指
導・援助のあり方をテーマとして検討する。教
育学、保育学、心理学、医学の諸領域による知
見を理解することに加え、現代的な課題を探求
することによって実践的な課題を再確認する。

1 16 1 ○ ○ ○

○
幼児と人間関
係

人とのかかわりに関する領域「人間関係」に関
する教育・保育内容及び指導に関する知識・技
術を学ぶ、また、子どもや保育者の事例を読み
解くことで、関連する理論と結びつけながら子
どもを理解する方法について学ぶ。

1 16 1 ○ ○ ○

○
人間関係（指
導法）

幼児と人間関係で学んだ領域「人間関係」につ
いて理解を深め、教育・保育内容及び指導に関
する知識・技術を学ぶ。また、実際に子どもや
保育者の事例を読み解き、関連する理論と結び
つけながら子どもを理解する方法について学
ぶ。

1 16 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要
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○ 教育原理

教育の本質・意義・機能に関する理論的知識を
習得し、現代社会における教育の諸課題につい
て考察する力を身につける。また、幼児期の教
育の基本原理と特性を理解する。

1 30 2 ○ ○ ○

○
造形表現（指
導法）

造形の基礎となる、平面（デッサン・色彩）立
体（動くおもちゃ・粘土）の作品制作を通し幼
児の造形活動への理解を深める。デッサン・色
彩、粘土による課題では造形基礎を学び、保育
の現場で使える課題として身近な素材を使った
玩具作りを行い、作品制作後、発表、制作記
録、感想文を記述する。

1 32 2 ○ ○ ○

○
音楽表現（指
導法）

音・音楽による表現を主として、言葉による表
現、絵や文字による表現、動きによる表現な
ど、様々な角度から、まずは自己を表現し、他
者の表現を受け取ることを経験します。テキス
トに沿ってわらべうた、あやしうた、手遊び、
指遊び、リズム遊び、ジャンケン遊びなどの
様々な歌遊びを2人組や数人グループで頻繁に相
手を替えながら行い、さらには既存の歌遊びを
月齢・年齢・ねらいに応じて展開し、遊び歌・
絵描き歌の創作・発表を行う。

1 16 1 ○ ○ ○

○ 幼児と環境

子どもたちに影響を与える環境の現状・問題に
ついて説明することができる。現在の環境で子
どもたちが生きる力を培うための保育の工夫、
すなわち自然体験・社会体験などの具体的生活
体験を重視した保育、特に子どもの自然とのか
かわりを深める保育を自ら設定して実践的に指
導することができるように学び、観察力や体験
力・感受性の重要性について理解する。

1 16 1 ○ ○ ○

○
環 境 （ 指 導
法）

領域「環境」について解説し、子どもたちを取
り巻く環境の現状や問題について考察する。ま
た、具体的生活体験を重視した保育指導力育成
のための実践的授業や環境教育を視野に入れた
授業を実施する。動物園実習を通して、命の大
切さを学ぶとともに観察力を向上させることで
子ども一人一人の発達の特性に応じた総合的な
指導力を養う。

1 16 1 ○ ○ ○ ○

○ 幼児と言葉

人間にとっての話し言葉や書き言葉などの言葉
の意義と機能について理解する。言葉遊びなど
の言葉の感覚を豊かにする実践について、基礎
的な知識を身につける。児童文化財(絵本・物
語・紙芝居等)について、基礎的な知識を身につ
ける。

1 16 1 ○ ○ ○
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○
言 葉 （ 指 導
法）

保育者として子どもの言葉の発達段階を理解
し、年齢に合った言葉遊びを習得する。さまざ
まな言語教材の特徴について理解し、遊びに活
用する方法を理解する。

1 16 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉

現代における社会福祉の全体像を理解し、当事
者（社会的な支援が必要な本人とその家族）へ
の具体的な支援の事例を通して、社会福祉の全
体像を理解することを目標とする。

1 30 2 ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅰ

福祉に欠ける児童の生存権、発達権を保障し、
健全育成を目指すために、児童福祉施設入所児
童に対する、養護についての考え方、および児
童の保護（衣・食・住）、指導、治療権利擁
護、自立支援などについての理論と実際を専門
的に、科学的に研究する。

1 30 2 ○ ○ ○

○
劇遊び（指導
法）

保育者として子どもの表現活動の意義を理解
し、年齢に合った劇遊びの指導法を習得する。
発表会に向けての取り組みの流れ、台本作り、
演出、配役・衣装・背景、小道具などのポイン
トについて実践を通して理解する。

1 16 1 △ ○ ○ △ ○ ○

○ 教育課程総論

教育課程・保育計画の基本的な考え方、子ども
の発達や遊びなどの基礎の理解を通して、教育
課程・保育計画の編成や長期・短期の指導計画
の作成の方法を把握することを目標とする。

1 30 2 ○ ○ ○

○ 教育方法論

教育の方法に関する理論的知識を習得し、乳幼
児期の教育の方法に関する基本原理を理解す
る。それを踏まえ、保育現場における実践を構
想できることを目標とする。

1 30 2 ○ ○ ○

○ 教職概論

教職・保育職の意義やその役割、教職・保育職
の職務内容などの基本的な理解を通して、現在
の保育者には何が求められているのか、保育者
としての社会の期待に応えるためにはどのよう
な努力をする必要があるのかについて自分なり
の見識を有することを目標としている。

1 30 2 ○ ○ ○

○
教育実習事前
事後指導

幼稚園教諭二種免許状取得に向けた教育実習が
円滑かつ有意義に行われるよう、以下のような
教育実習に関わった基礎的な知識の理解を深め
ていく。①幼児期の発達段階、②幼稚園の機能
と役割、③幼稚園教諭の職務と役割、④観察記
録の作成方法、⑤指導計画の立案方法。

1 10 1 ○ ○ ○
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○ 保育内容総論

「保育所保育指針解説書」を中心に、保育をめ
ぐる基礎知識を習得し、基本原理を理解するこ
とを目指す。同時に、基本原理を踏まえ、指導
計画を立案し、実践する力を養う。

1 16 1 ○ ○ ○

○ 児童文化Ⅰ

児童文化の歴史を踏まえ、現在の児童文化につ
いての知識を深める。児童文化財に触れ、興味
関心を持ち、作ることができるようになる。伝
承遊びについても、自ら遊ぶことができ、子ど
もたちに指導できるようにする。

1 16 1 ○ ○ ○

○
キャリア形成
Ⅰ

自分を知り、保育の仕事についての理解を深
め、今をどう生きるか自分で考え行動していく
姿勢を身につける。

1 60 4 ○ ○ △ ○ ○

○ ピアノ演習Ⅰ

幼児教育に携わる保育者の音楽技術の習得及び
資質の向上を目指す。一人一人のレベルに合わ
せたピアノレッスンを行い、童謡の弾き歌いを
目標に、ピアノ演奏法を基礎から身に付ける。

1 30 2 ○ ○ ○

○ 音楽表現技術

声楽：グループレッスンの形態で行う。コール
ユーブンゲンでは音程とリズム、コンコーネで
は歌唱表現を重視し、子どもの歌も使用し作品
解釈を行う。
ピアノ：個人レッスンの形態で行う。学生の力
量に合わせた指導を行う。

2 16 1 ○ ○ ○

○
幼児と造形表
現

様々な素材や表現方法を通して自己を表現する
楽しさを知り、表現者として主体的に取り組む
事で、幼児の造形表現への理解を深め、豊かな
創造性を育み、必要な援助と成長を見守れる保
育者の育成と実践的造形教育指導の習得を目指
す。

2 16 1 ○ ○ ○

○ 幼児と健康

幼児期の運動あそびを追体験することを通し
て、保育者として必要な運動あそびのレパート
リーを増やすこととバリエーションの拡げ方を
理解するとともに、運動あそびの指導に必要な
保育技術についても検討したい。また、運動指
導の系統性に関する理論学習や保育実践記録の
分析によって就学前体育の実践課題についても
検討する。

2 16 1 ○ ○ ○

○
子ども家庭福
祉

児童家庭福祉の課題について総括的に考察でき
る力を養う。また、保育者として子どもの最善
の利益をはかるための基礎的な知識を習得す
る。

2 30 2 ○ ○ ○
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○ 保育原理

保育の意義、保育所保育指針における保育の基
本、保育の内容と方法の基本、保育の思想と歴
史的変遷について、基本的な内容を理解する。
また、保育の現状と課題について考察する。こ
れらを通して、保育の本質を探究し、保育に対
する自分なりの見識をもつことを目標とする。

2 30 2 ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅱ

家庭的養護と施設の小規模化、ソーシャルイン
クルージョン（社会的包括）の拡がりの中で、
居住型の児童福祉施設における養護の理解を深
める。また、特に障害や虐待により人との信頼
関係構築が難しい児童を支援するための知識や
技能を習得させるとともに、施設擁護観の形成
を目指す。

2 16 1 ○ ○ ○

○
幼児への特別
な支援

インクルーシブ教育を含む特別支援教育に関す
る理念や制度の仕組みを理解する。特別の支援
を必要とする幼児の心身の発達と心理的特性お
よび学習の過程を理解し、支援の方法について
例示することを目指す。

2 16 1 ○ ○ ○

○ 障がい児保育

障がい児支援施設の見学を踏まえ、障がい児保
育の実際や保護者への支援に関する基礎的な知
識、小学校への移行や他機関との連携などに関
する基礎的な知識を習得する。

2 16 1 ○ ○ △ ○ ○

○
子どもの食と
栄養

保育者として小児に適切な食事環境を提供でき
るよう、各時期の特性や、栄養について理解さ
せ、調理の技能の習得を目指す。

2 32 2 ○ △ ○ △ ○

○ 子どもの保健

子どもの保健の意義が分かり、子どもを取り巻
く最近の問題点及び今後の課題、子どもの心身
の正常な発育及び、発達段階各期の特徴、子ど
もの保健行政について学ぶ。
また、子どもに起こりやすい疾病や事故、その
予防と対策、保育者としての役割について学
ぶ。

2 30 2 ○ ○ ○

○ 子育て支援

将来において保育士にとって必要とされる相談
援助活動（社会福祉援助技術）の基礎を習得
し、援助展開における援助関係形成、援助過程
や各技術を効果的に活用するための理論と方法
を身に付けることを目標とする。

2 16 1 △ ○ ○ ○

○
子ども家庭支
援の心理学

生涯発達に関する心理学の知識を習得し、初期
経験の重要性、各時期の移行、発達課題につい
て理解し、家族、家庭の意義や機能を理解する
とともに、親子関係や家族関係等について発達
的に理解し、子どもとその家庭を包括的に捉え
る視点を習得する。

2 30 2 ○ ○ ○
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○
教育実習Ⅰ（1
回目）

専門教育科目で獲得した幼児教育に関する知
識、技能を活用しながら、実践的指導力を体験
的にまた総合的に高めていくことを目標とす
る。この目標を達成するために、Ⅰでは観察・
参加実習、部分実習を、さらにⅡでは指導実習
を主とする実習を行うこととする。

2 80 2 ○ ○ ○ ○

○
教育実習Ⅱ（2
回目）

専門教育科目で獲得した幼児教育に関する知
識、技能を活用しながら、実践的指導力を体験
的にまた総合的に高めていくことを目標とす
る。この目標を達成するために、Ⅰでは観察・
参加実習、部分実習を、さらにⅡでは指導実習
を主とする実習を行うこととする。

2 80 2 ○ ○ ○ ○

○ 教育相談

子どもの心の成長やつまずき、保護者への支援
に関しての理解を臨床心理学的視点から深める
事を通じて、子どもや家庭への支援の基礎を学
び、自ら日常生活での経験とつなげて能動的に
学習する。

2 30 2 ○ ○ ○

○
保育実習事前
事後指導Ⅰ

保育：保育実習の全体的な枠組みを理解し、実
習に臨む心構えを作る。指導計画案の作成や実
習日誌の書き方などに関わる知識と技術を身に
付ける。実習の総括と自己評価を行い、新たな
課題や学習目標を明確にする。
施設：児童福祉施設実習に向けて、上記の内容
を行う。

2 20 1 ○ ○ ○

○
保 育 実 習 Ⅰ
（保育所）

保育現場で保育を経験することにより、これま
で学習してきた理論や技術が、保育の実践と具
体的にどのように繋がるのか理解する。実践を
通じて、保育の技術、能力を向上させる。自分
なりの保育観や子ども観を深め確立する。

2 80 2 ○ ○ ○ ○

○ 情報処理入門

代表的なオフィススイートである、Word（ワー
プロ）・Excel（表計算）・PowerPoint（プレゼ
ンテーション）の3つのソフトウェアの概念や利
活用方法を概観し、演習を通して理解の定着を
図る。

2 32 2 ○ ○ ○

○ 児童文化Ⅱ

児童文化の歴史を踏まえ、現在の児童文化につ
いての知識を深める。児童文化財に触れ、興味
関心を持ち、作ることができるようになる。伝
承遊びについても、自ら遊ぶことができ、子ど
もたちに指導できるようにする。

2 16 1 ○ ○ ○

○ 健康科学
健康維持や体力向上に対するスポーツ活動のも
つ教育的意義について学ぶ。

2 16 1 ○ ○ ○
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（教育・社会福祉専門課程　こどもみらい科）令和4年度
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時
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単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

○ ピアノ演習Ⅱ

幼児教育に携わる保育者の音楽技術の習得及び
資質の向上を目指す。一人一人のレベルに合わ
せたピアノレッスンを行い、童謡の弾き歌いを
目標に、ピアノ演奏法を基礎から身に付ける。

2 15 1 ○ ○ ○

○
キャリア形成
Ⅱ

自己実現に向け、コミュニケーション能力、社
会人としての基本マナー等を学生生活の中で実
践し、社会に生かせるようになることを目標と
する。

2 30 2 ○ ○ ○

○ 実習指導
教育実習Ⅰ・Ⅱに向けて、1年次の復習を行うと
ともに、指導計画の作成、実習に向けての事前
学習を行う。

2 20 1 ○ ○ ○

○ 乳幼児心理学
乳幼児の発達の理解とそれを支援する保育者の
対応を学び、保育者と子どものロールプレイを
行い、子どもへの理解を深める。

2 16 1 ○ ○ ○

○ 保育実践研究
保育に関する体験を通し、保育を展開する上で
必要な基礎知識や基礎技能を習得する。

2 20 1 ○ △ ○ ○ ○

○
保育士現場実
習 Ⅰ （ 保 育
所）

幼稚園教諭2種免許を取得を希望しない者が保育
士としての更なる実践力向上を目指すために、
子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状況に
応じた保育の実践を学びながら、子育て支援を
行うことを目的とする。

2 80 2 ○ ○ ○ ○

○
保育士現場実
習 Ⅱ （ 保 育
所）

幼稚園教諭2種免許を取得を希望しない者が保育
士としての更なる実践力向上を目指すために、
子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状況に
応じた保育の実践を学びながら、子育て支援を
行うことを目的とする。

2 80 2 ○ ○ ○ ○

○ 英会話Ⅰ

まずは挨拶から、自己紹介、そして家族や日常
の事柄をトピックにして、様々な表現や単語を
学ぶ。それから実践として他のクラスメイトと
インフォメーションギャップをして、話す練習
をしていく。発音の練習も行う。

3 32 2 ○ △ ○ ○

○ 日本国憲法

憲法がもっとも大切にしている原理・原則は何
か、そしてその原理・原則を実現するための政
治のしくみはどうなっているかを体系的に学習
していく。

3 30 2 ○ ○ ○
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携

○
子ども家庭支
援論

社会の変化によって現在の家族がどのように変
わってきているか。今まで地域社会や親族、家
族が果たしてきた役割、機能は何か。子どもを
取り巻く社会環境を点検し、これからの家族の
あり方、役割を考える。現在の保育所が求めら
れているのは、地域における子育てセンターと
しての役割である。子育てを通し親や地域社会
への援助の必要性とその方法を理解する。保育
所の他にも、保健福祉センター、児童相談書、
病院などの施設や機関、また子育てサークルな
どの民間の団体が子育てを支援している。これ
らが社会のニーズにどのように対応している
か、その役割と機能を理解する。

3 30 2 ○ ○ ○

○
保育・教職実
践演習

3年間の学習と実習の成果を振り返りながら、保
育士、幼稚園教諭に求められる資質と能力の習
得を確認する。

3 32 2 △ ○ ○ ○

○
保 育 実 習 Ⅰ
（施設）

施設現場で養護と療育を経験することにより、
これまで学習してきた理論や技術が、保育の実
践と具体的にどのように繋がるか理解する。実
践を通じて、保育の技術、能力を向上させる。
自分なりの保育観や子ども観を深め確立する。

3 80 2 ○ ○ ○ ○

○ 乳児保育Ⅰ

子どものあるがままの姿を理解し保育できるよ
うに、子どもの成長発達や発達課題、保育内
容、保育実践の方法を学習し、知識と技能の基
礎を身に付ける。また、子育てを担う保護者を
支援する保育者としての役割を自覚し、支援を
行う上で必要な知識や技能を習得することを目
的とする。

3 30 2 ○ ○ ○

○ 乳児保育Ⅱ

乳児期の子どもの発達について学び、その生活
や遊びについて理解する。乳児の沐浴や着替
え、排泄等の対応について学ぶ。保護者と保育
者、関係機関等の望ましい連携について考え
る。

3 16 1 ○ ○ ○

○
子どもの健康
と安全

身近なケガや疾患、事故に対して適切な応急処
置及び救急処置に対応できる技能を習得する。

3 16 1 △ ○ ○ △ ○
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○
保育実習事前
事後指導Ⅱ

「保育実習（保育所）」での自己評価と課題・
今後の学習目標について再度確認する。それに
基づき、具体的な内容を通して、実習計画作
成、実践、日誌の記録など、より実践的な内容
を学習する。さらに、「保育実習Ⅱ」に関する
目的を明確にし、「保育実習Ⅱ」の終了後に
は、自己評価と保育士としての自己課題につい
て考察する。

3 10 1 ○ ○ ○

○
保 育 実 習 Ⅱ
（保育所）

「保育実習Ⅱ」では、前回の保育所実習を生か
し、子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状
況に応じた保育の実践、さらに子育て支援とし
ての保育所の役割を踏まえた保育実践に努め
る。

3 80 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習事前
事後指導Ⅲ

「保育実習（施設）」での自己評価と課題・今
後の学習目標について再度確認する。それに基
づき、具体的な内容を通して、実習計画作成、
実践、日誌の記録など、より実践的な内容を学
習する。さらに、「保育実習Ⅲ」に関する目的
を明確にし、「保育実習Ⅲ」の終了後には、自
己評価と保育士としての自己課題について考察
する。

3 10 1 ○ ○ ○

○
保 育 実 習 Ⅲ
（施設）

「保育実習Ⅲ」では、前回の施設実習を生か
し、子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状
況に応じた保育の実践、さらに子育て支援とし
ての施設の役割を踏まえた保育実践に努める。

3 80 2 ○ ○ ○ ○

○ 保育の心理学

発達の基本的知識や子どもの発達の特徴を学
び、保育者として重要な「見通し」をもった発
達の支援が実践できるようになることを目標と
する。

3 30 2 ○ ○ ○

○ ピアノ演習Ⅲ
1人1人のレベルに合わせたピアノレッスンを行
い、童謡の弾き歌いのレパートリーを増やすこ
とを目標とする。

3 15 1 ○ ○ ○

○
キャリア形成
Ⅲ

就職に向け自己理解をさらに深め、履歴書の書
き方などを学ぶ。さらに、コミュニケーション
スキルを学び、即戦力となる人財を育てる。

3 60 4 ○ ○ ○

○ 就職指導
履歴書作成をする中で、自己分析、自己PR、志
望動機、種別研究を行う。

3 30 1 ○ ○ ○

○ 実習指導②

教育実習Ⅱ、保育実習Ⅱ・Ⅲに向けて、各自の
課題を明確にし、課題達成に向けての準備をす
る。指導計画案の作り方、実習記録の作成な
ど、前回の実習を振り返りながら、学習を進め
る。

3 20 1 ○ ○ ○
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○
保 育 士 イ ン
ターンシップ
実習

保育士としての更なる実践力向上を目指すため
に、子どもの年齢や発達に応じた保育展開、状
況に応じた保育の実践を学びながら、子育て支
援を行うことを目的とする。

3 80 2 ○ ○ ○ ○

○ 就職指導Ⅱ
保育実習Ⅱ・Ⅲのいずれの選択も希望しない場
合に選択する。考える力、読み書きできる力を
身につけ、自分の進路を決定する。

3 90 3 ○ ○ ○

　　　科目

全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数

※選択必修科目として、２年次１６０時間、３年次９０時間、合計２５０時間の履修を必要とする。

単位時間(  112  単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件は原則として既定のカリキュラムを履修しその認定を受けることとされており、最終
学年終了時において単位不取得科目が3科目以上ある場合は留年と定められている。単位の認
定は、次の事項に該当する者について学校長が行う。①成績評定C（60点）以上の者　②授業
時間の出席が規定時間数の3分の2以上の者

１学年の学期区分 なし

１学期の授業期間 なし

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計 2216

合計 1876 単位時間(  105  単位)


